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　隣人愛と相互扶助の精神を基
調とし、地域住民の親睦と団結
を図りつつ社会環境の浄化向上
に努め、明るく住みよいまちづ
くりに寄与する。

自治会の目的

　

コ
ロ
ナ
感
染
も
収
ま
り
、
去
る
、

四
月
二
十
一
日
（
日
）
下
志
津
小

学
校
体
育
館
に
於
い
て
、
西
田
三

十
五
佐
倉
市
長
・
特
別
顧
問
の
御

臨
席
の
も
と
、
対
面
に
よ
る
令
和

六
年
度
定
期
総
会
が
五
年
振
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
第
一
号
議
案
・
令

和
五
年
度
活
動
報
告
か
ら
、
第
六

号
議
案
・
令
和
六
年
度
本
部
役
員

選
任
ま
で
各
案
件
の
審
議
を
お
願

い
し
、
各
議
案
と
も
す
べ
て
原
案

の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
と
し
て
、
早
速
本
年
の

活
動
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
諸
問
題
は
山
積
で
す
。

　

役
員
一
同
、
各
区
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
頑
張
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
諸
行
事
に
参
加
で
き
、

希
望
が
持
て
る
地
域
活
動
の
推
進

に
頑
張
り
ま
す
。

　

本
年
も
三
大
祭
り
「
夏
祭
り
」

「
秋
祭
り
」「
新
春
餅
つ
き
大
会
」

は
開
催
し
ま
す
。
特
に「
夏
祭
り
」

に
つ
い
て
は
、
区
か
ら
区
へ
と
工

夫
を
凝
ら
し
た
駅
伝
御
輿
を
開
催

予
定
で
す
。

　

防
犯
・
防
災
体
制
も
充
実
さ
せ
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
を

提
供
し
ま
す
。
佐
倉
警
察
に
協
力

頂
き
新
た
に
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
も
実

施
し
ま
す
。
中
志
津
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
機
能
の
充
実
。
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
。
能
登
半
島
地
震
を
教

訓
と
し
た
中
志
津
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
高
齢
者
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
、
高
齢
者
支
援

活
動
協
力
金
と
場
所
を
提
供
し
ま

す
。
ス
マ
ホ
教
室
の
開
講
。
安
心

な
子
育
て
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

各
区
に
お
け
る
子
育
て
の
た
め
に

子
育
て
支
援
活
動
協
力
金
と
場
所

を
提
供
し
ま
す
。
そ
の
他
、
地
域

環
境
の
維
持
・
改
善
と
、
充
実
し

た
自
治
会
報
の
発
行
に
も
努
め
ま

す
。

　

お
陰
様
で
「
干
場
公
園
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
館
」
が
本
年
二
月
末
日

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
に
至
る
ま
で
に
は
、
長
い

年
月
と
多
く
の
関
係
者
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

佐
倉
市
、
佐
倉
市
議
会
、
特
別
顧

問
、
干
場
公
園
検
討
委
員
会
、
地

元
自
治
会
役
員
・
区
長
さ
ん
方
、

公
園
利
用
団
体
の
皆
さ
ん
、
干
場

公
園
周
辺
住
民
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
か
ら
利
用
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
健
康
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
、
高
齢
者
の
居
場

所
づ
く
り
、
安
心
な
子
育
て
支
援

活
動
の
場
、
本
部
・
区
の
利
用
、

中
志
津
防
災
拠
点
等
々
大
い
に
有

効
利
用
を
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

公
衆
ト
イ
レ
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も

佐
倉
市
を
始
め
、
特
別
顧
問
・
民

生
委
員
・
地
区
社
協
・
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
近
隣
自
治
会
・
活
動

諸
団
体
グ
ル
ー
プ
と
連
携
を
密
に

し
、
会
員
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
定
期
総
会

で
承
認
を
頂
い
た
諸
活
動
の
実
現

に
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
六
年
度

功
労
者
表
彰

　

こ
の
度
、
区
役
員
と
し
て
当
自

治
会
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
が
退

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多

年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に
携
わ

り
貢
献
さ
れ
た
皆
様
に
は
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
区
退
任
者
】（
敬
称
略
）

奈
良　

む
つ
子　
（
四
区
区
長
）

村
田　

悦
子　
（
四
区
副
区
長
）

中
島　

正
好　
（
四
区
副
区
長
）

間
谷　

隆　
　
（
五
区
副
区
長
）

佐
藤　

憲
司　
　
（
六
区
区
長
）

尾
田
川　

健
三（
七
区
副
区
長
）

河
内　

剛　
　
（
七
区
副
区
長
）

矢
作　

敏
浩　
（
七
区
副
区
長
）

収支計算書 （単位：千円）

科　　　　　目 令和５年度
決算（A）

令和６年度
予算（B）

前 年 対 比
（B）－（A）

経常収入合計 24,775 24,630 ▲ 145
　（内訳）
　基本財産等運用収入 5,430 5,485 55
　会費収入 17,068 16,880 ▲ 188
　市補助金等収入 1,686 1,669 ▲ 17
　手数料・寄付金等収入 591 596 5
経常支出合計 22,339 21,887 ▲ 452
　（内訳）
　行事費 4,054 2,456 ▲ 1,598
　区活動費 6,468 6,396 ▲ 72
　弔慰金 930 930 0
　事務局費及び事業費 7,474 7,900 426
　総会費 965 1,006 41
　センター維持費 1,801 2,408 607
　賛助金等その他 647 791 144
経常収支差額 2,436 2,743 307
固定資産取得費 37,874 132 ▲ 37,742
当期収支差額 ▲ 35,438 2,611 38,049
前期繰越金 87,379 51,941 ▲ 35,438
次期繰越金 51,941 54,552 2,611

自治会長
長谷川　　稔

（３月末現在）
会　員　数 6,398 人
会員世帯数 2,585 世帯
非会員世帯数 580 世帯
世帯加入率 81.7%

世帯当り表決書面状提出集計

３月末
会員世帯数

表決書面状
提出世帯数 提出率

１区 355 335 94.4%

２区 356 338 94.9%

３区 405 373 92.1%

４区 367 331 90.2%

５区 366 340 92.9%

６区 377 349 92.6%

７区 328 283 86.3%

総計 2,554 2,349 92.0%

賛助会員を除く

さ
ぁ
ー
！
　
気
軽
に
行
事
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

　

四
月
二
十
一
日
（
日
）
に
下
志

津
小
学
校
体
育
館
で
五
年
振
り
と

な
る
対
面
で
の
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
総
数
六
千
三
百
九
十
八
名

（
三
月
末
現
在
）
の
内
、
有
効
表

決
書
面
状
提
出
数
は
五
千
五
百
三

十
七
名
で
、
総
会
出
席
者
百
五
名

と
合
わ
せ
て
五
千
六
百
四
十
二
名

と
な
り
、
中
志
津
自
治
会
会
則
に

定
め
る
「
会
員
の
過
半
数
」
を
超

え
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
関
山
邦
宏
議
長
（
七

区
）、
横
地
民
雄
副
議
長
（
一
区
）

を
選
出
し
次
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
号
議
案　

令
和
五
年
度

　
　
　
　
　

活
動
報
告

二
号
議
案　

令
和
五
年
度

　
　
　
　
　

決
算
報
告

三
号
議
案　

令
和
五
年
度

　
　
　
　
　

監
査
報
告

四
号
議
案　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　

活
動
計
画
（
案
）

五
号
議
案　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　

予
算
（
案
）

六
号
議
案　

令
和
六
年
度

　
　
　
　
　

本
部
役
員
選
任

の
各
議
案
は
提
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、
短
期

間
で
の
議
案
書
の
各
戸
配
布
・
出

欠
届
（
表
決
書
面
状
）
の
回
収
に

は
各
区
班
長
の
皆
様
に
、
そ
し
て

表
決
書
面
状
の
集
計
に
は
総
会
管

理
委
員
会
の
皆
様
に
特
段
の
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

令
和
六
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
も
落
ち
着
き
、
花
火
大

会
を
は
じ
め
行
事
も
ほ
ぼ
復
活
し
、

経
常
収
入
合
計
二
千
四
百
七
十
七

万
円
に
対
し
、
経
常
支
出
合
計
二

千
二
百
三
十
三
万
円
で
経
常
収
支

差
額
二
百
四
十
三
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
が
、
干
場
公
園

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
建
設
費
用
な
ど

三
千
七
百
八
十
七
万
円
の
そ
の
他

資
金
支
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
五
千
百
九
十
四
万

円
が
来
期
へ
の
繰
越
金
と
し
て
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

令
和
六
年
度
は
、
経
常
収
入
合

計
二
千
四
百
六
十
三
万
円
に
対
し
、

経
常
支
出
合
計
二
千
百
八
十
八
万

円
で
二
百
七
十
四
万
円
の
黒
字
を

計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
花
火
大

会
の
実
施
年
で
な
い
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。
な
お
、
新
た
に
運
営

開
始
す
る
干
場
公
園
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
館
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な

費
用
も
含
め
六
十
八
万
円
の
費
用

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
六
年
度
定
期
総
会

令和 6年度　定期総会議案書（別冊）　正誤表

ページ 内　　容 誤 正

2 下から 4行目 その他資金収入合計 その他資金支出合計

14 下から 4行目 前年実績より、 （削除）

発　　行　中 志 津 自 治 会
発行責任者　会　長  長谷川　  稔
編集責任者　事務局長  黒木　　高
所 在 地　佐倉市中志津 3-17-2
　　　　　 自 治 会 セ ン タ ー 内
　　　　　 電話（043）487 - 4894
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渡　辺　　敏

副
　
会
　
長

　

本
年
度
も
副
会
長
を
務
め
る
二

区
の
渡
辺
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、

し
か
し
な
が
ら
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
、
ま
た
地
震
も
続
い
て
い

ま
す
。
防
災
も
意
識
し
つ
つ
、
イ

ベ
ン
ト
も
進
ん
だ
形
と
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
と
ま
っ
て
い
た

交
流
、
会
員
同
志
と
の
親
睦
を
再

確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤　村　俊　一

出
　
納
　
役

　

引
き
続
き
出
納
役
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
皆
様
の
貴
重
な
会
費
が
会

員
皆
様
の
た
め
に
効
果
的
に
支
出

さ
れ
る
よ
う
、
適
切
、
適
正
な
会

計
処
理
と
資
産
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
法
人
化
以
来
二
十

年
間
使
用
し
て
き
た
会
計
シ
ス
テ

ム
を
現
在
の
Ｉ
Ｔ
環
境
に
合
わ
せ

た
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
度
　
新
役
員
紹
介

坂　尾　賢　二

監
　
事

　

今
年
も
ま
た
監
事
の
仕
事
を
お

引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
気

持
ち
を
新
た
に
、
初
心
に
返
っ
て

遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
長
は
じ
め
各
区
長
・
区
の
役

員
・
本
部
役
員
の
方
々
が
将
来
の

中
志
津
自
治
会
が
住
み
よ
い
街
を

維
持
出
来
る
様
に
努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
…
。具志堅　興和

監
　
事

　

昨
年
に
引
き
続
き
監
事
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
具
志

堅
で
す
。

　

本
年
度
も
中
志
津
自
治
会
の
会

計
処
理
の
適
正
性
や
業
務
執
行
状

況
と
財
産
の
保
全
状
況
を
し
っ
か

り
と
監
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存

で
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
干
場
公

園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
館
も
完
成
し
、

そ
の
運
用
・
保
全
に
関
し
て
も
監

事
と
し
て
注
視
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
各
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒　木　　高

事
　
務
　
局
　
長

や
さ
し
さ
の
連
鎖

　

令
和
五
年
度
は
、
仲
間
に
助
け

ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

事
務
局
次
長
さ
ん
達
は
、
各
種

会
議
で
報
告
・
議
題
を
私
の
声
で

述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
事
務
員
さ

ん
達
は
、
外
部
の
電
話
連
絡
に
私

の
声
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
感

謝
！　

感
謝
！
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
が
声

を
失
っ
て
一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
、

世
間
は
障
害
者
に
、
す
ご
く
優
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

道
で
他
人
に
会
っ
て
も
、
街
の

お
店
に
入
っ
て
も
、
皆
か
ら
優
し

さ
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
私
が
も
ら
っ
た
優
し

さ
を
バ
ネ
と
し
て
、
中
志
津
住
民

に
や
さ
し
さ
を
提
供
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

喜　澤　雄　悟

事
　
務
　
局
　
次
　
長

　

本
年
度
も
事
務
局
次
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
三
区
の
喜
澤
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
も
落
ち
着
き
ま

し
た
が
、
様
々
な
面
で
以
前
の
生

活
と
は
様
変
わ
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
年
も
皆

様
と
お
会
い
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
、
ま
た
日
常
の
な
か
で
、
子
ど

も
た
ち
、
地
域
が
元
気
に
な
る
よ

う
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

田　中　修　三

事
　
務
　
局
　
次
　
長

　

今
年
度
も
、
事
務
局
次
長
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
四
区
の

田
中
で
す
。
事
務
局
四
年
目
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

世
の
中
の
様
々
な
活
動
が
活
発

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
私
も
本

部
役
員
以
外
の
活
動
も
あ
り
（
本

部
役
員
の
多
く
の
方
が
そ
う
で
す

が
）、
自
治
会
役
員
と
し
て
使
え

る
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

事
務
局
作
業
や
、
各
行
事
へ
、
少

し
で
も
寄
与
で
き
る
よ
う
工
夫
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。矢　作　敏　浩

事
　
務
　
局
　
次
　
長

　

今
年
度
、
自
治
会
事
務
局
次
長

を
担
当
し
ま
す
七
区
矢
作
で
す
。

こ
れ
ま
で
三
年
間
、
七
区
の
副
区

長
と
し
て
活
動
し
、
本
部
の
活
動

に
も
わ
ず
か
な
が
ら
関
わ
っ
て
き

た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
知
ら
な

い
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
先
輩

方
に
教
え
を
請
い
、
経
験
を
積
み

な
が
ら
活
動
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ご
近
所
付
き
合
い
、
ご
近
所
同

士
の
助
け
合
い
の
場
で
あ
る
自
治

会
活
動
に
お
い
て
、
微
力
な
が
ら

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
っ
た
の
で
、
皆
さ
ま
の
防
災
へ

の
意
識
・
関
心
も
強
く
な
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

従
来
の
行
事
の
継
続
に
加
え
、

防
災
を
意
識
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
も

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
住
民
の
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。渡　辺　章　二

事
　
業
　
部
　
次
　
長

〜
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
〜

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は

　

今
年
度
も
事
業
部
で
お
世
話
に

な
り
ま
す
九
年
目
三
区
の
渡
辺
と

申
し
ま
す
。

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

戻
り
始
め
た
日
常
に
、
手
探
り

状
態
で
再
開
し
た
行
事
、
昨
年
度

に
試
運
転
を
し
、
本
格
的
に
動
き

出
す
行
事
、
ま
た
、
新
た
に
行
う

行
事
が
幾
つ
か
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

皆
様
と
共
に
、
出
会
い
、
知
り

合
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
心
強

さ
に
繋
げ
た
い
！

　

そ
の
ま
ま
、
と
ど
ま
れ
ば
180
度

…
　

一
歩
踏
み
出
せ
ば
360
度
の
世
界

が
広
が
り
ま
す
。

　

そ
の
切
っ
掛
け
を
多
数
ご
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

引　字　　滋

事
　
業
　
部
　
長

宜
し
く
ご
指
導
の
程
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
事
業
部
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
六
区
の
引

字
で
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
規
制
も
緩
和

さ
れ
、
世
間
の
動
き
も
徐
々
に
コ

ロ
ナ
前
に
戻
り
つ
つ
有
り
ま
す
。

　

自
治
会
も
同
様
に
規
模
を
縮
小

し
た
夏
祭
り
や
防
災
訓
練
等
活
動

を
開
始
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
も
う
一
歩
進
め
、
会
員

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
事
業
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
二
年
間
事
務
局
次

長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

何
分
に
も
事
業
部
を
担
当
す
る
の

が
初
め
て
で
手
探
り
の
状
態
で
す
。

　

事
業
部
並
び
に
役
員
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
会
員
の
皆
様
方
に
助
け
て

い
た
だ
き
な
ん
と
か
こ
の
大
役
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

何
卒
、
宜
し
く
ご
指
導
ご
協
力

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

玉　木　明　香

事
　
業
　
部
　
次
　
長

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
事
業
部
で

お
世
話
に
な
り
ま
す
一
区
の
玉
木

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
規
制
も
緩
和
さ

れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が

行
事
も
再
開
と
な
り
ま
し
た
。  

直
近
で
も
大
き
な
自
然
災
害
が

穴　澤　秀　昭

事
　
業
　
部
　
次
　
長

　

こ
の
度
、
事
業
部
で
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
五
区
の

穴
澤
と
申
し
ま
す
。
私
、
中
志
津

に
約
五
十
年
間
以
上
住
ま
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
地
域
活
動
、
社
会
貢

献
と
い
う
も
の
を
し
た
こ
と
が
有

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
も
落
ち
着
き
つ

つ
あ
り
、
せ
っ
か
く
の
お
手
伝
い

の
機
会
、
中
志
津
の
為
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
協

力
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

疋　田　和　郎

事
　
業
　
部
　
次
　
長

【
原
点
回
帰
】

　

よ
う
や
く
世
の
中
の
様
々
な
こ

と
が
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
前
に
戻
り
ま

し
た
。
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
の
す
べ

て
を
コ
ロ
ナ
前
に
戻
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
形

を
変
え
自
治
会
員
の
皆
様
に
「
自

治
会
っ
て
い
い
な
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
知
恵
を
絞
り
、
汗

を
か
い
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、

お
祭
り
の
御
輿
巡
行
に
つ
き
ま
し

て
は
、
中
志
津
の
中
で
活
動
さ
れ

て
い
る
「
祭
和
会
」
の
皆
様
に
も

お
力
を
お
借
り
し
て
、
盛
り
上
げ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
員
皆
様
の
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

横　地　民　雄

一
　
区
　
長

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
が
二
類
か
ら
五
類
に
ひ
き
さ
げ

ら
れ
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

制
約
の
多
か
っ
た
社
会
生
活
が
緩

和
さ
れ
、
通
常
の
生
活
が
戻
り
つ

つ
あ
り
、
自
治
会
の
行
事
も
以
前

と
同
様
に
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
頃
感
じ
る
の
で
す
が
、

多
く
の
世
帯
に
高
齢
化
の
波
が
押

し
寄
せ
、「
班
長
業
務
が
で
き
な

い
の
で
自
治
会
を
退
会
す
る
」
と

い
う
方
が
目
立
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し

の
方
が
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り

自
活
が
出
来
な
く
な
り
、
ご
親
族

の
処
や
施
設
に
転
居
さ
れ
る
方
も

出
て
来
ま
し
た
。

　

勿
論
若
い
世
代
の
方
の
入
会
も

あ
り
ま
す
が
、
ど
う
や
ら
自
治
会

活
動
も
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
き
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。

今
年
一
年
次
の
よ
う
な
こ
と
を
目

標
に
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

佐藤　紀八郎

五
　
区
　
長

お
互
い
が
声
を
掛
け
合
え
る

　
　
　
　
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り

　

よ
う
や
く
平
穏
な
日
常
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
各
地
で
地
震
災
害
が
発

生
、
地
球
全
体
の
気
温
上
昇
に
よ

る
災
害
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
リ
ス
ク
を
常
に
感
じ
、

防
災
意
識
を
持
ち
、
安
心
安
全
な

街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

五
区
活
動
を
通
し
、
若
い
世
代

と
の
交
流
を
活
発
に
し
て
、
お
互

い
声
を
掛
け
合
え
る
環
境
を
整
え

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

活
動
計
画

○�

公
園
清
掃　

毎
月　

第
一
日
曜

日
○�

資
源
回
収　

毎
月　

第
二
・
第

四
日
曜
日

〇�

防
災
訓
練　

六
月
二
日
・
十
月

六
日

○�

防
犯
ウ
ォ
ー
ク　

自
由
な
時
間

で
区
内
見
回
り

〇�

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル　

毎
月

第
二
・
第
四
月
曜
日　

区
内
及

び
周
辺
巡
回

○�

高
齢
者
見
守
り
サ
ポ
ー
ト　

見

守
員
・
民
生
委
員
・
包
括
セ
ン

タ
ー
・
区
役
員
と
の
情
報
共
有

化
に
よ
る
体
制
強
化

○�

五
区　

子
供
会
共
催
の
交
流
会

六
月（
音
楽
鑑
賞
会
）・
十
月（
交

流
会
）

　

今
年
度
も
執
行
役
員
、
子
ど
も

会
と
共
に
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し

ま
す
。

小　林　勝　彦

六
　
区
　
長

　

今
年
度
区
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
小
林
勝
彦
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
．�
定
例
活
動
行
事
の
充
実
、
遂

行

①�

公
園
清
掃
・
美
化
（
草
刈
り
、

花
植
え
）

②�

防
災
会
議
、
訓
練
（
連
絡
情
報

網
の
整
備
、
訓
練
実
施
）

③�

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実
（
夜

間
）

④�

高
齢
者
等
の
支
え
あ
い
活
動
の

充
実

２
．�

Ｉ
Ｔ
の
有
効
活
用

　

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、班
長
・

役
員
業
務
の
軽
減
（
簡
素
化
）

　

�（
作
成
資
料
の
コ
ピ
ー
・
配
布
・

保
存
を
少
な
く
し
て
い
く
）

①�

当
面
、
ラ
イ
ン
・
メ
ー
ル
な
ど

を
活
用
し
、
電
話
連
絡
を
減
ら

す
と
共
に

　

会
議
資
料
な
ど
の
事
前
配
布
を

や
め
る
（
少
な
く
し
て
い
く
）

②�

六
区
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
作
成

　

�

時
機
を
見
て
対
応
し
て
い
き
た

い
３
．�

六
区
「
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
立
ち
上
げ

①
目
的

　

�

自
治
会
及
び
六
区
内
の
高
齢
化

も
進
み
、
諸
行
事
へ
の
参
加
も

年
々
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
近
年
、
若
い
人
の
退
会
も

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
度

の
新
た
な
活
動
と
し
て
、
男
女

問
わ
ず
、
大
人
も
子
供
も
参
加

で
き
る
簡
易
ス
ポ
ー
ツ
等
を
計

画　

実
施
し
、
横
の
つ
な
が
り

を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
定
例

的
な
公
園
清
掃
・
防
災
訓
練
等

に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
体
制
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横　地　民　雄

一
　
区
　
長

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
が
二
類
か
ら
五
類
に
ひ
き
さ
げ

ら
れ
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

制
約
の
多
か
っ
た
社
会
生
活
が
緩

和
さ
れ
、
通
常
の
生
活
が
戻
り
つ

つ
あ
り
、
自
治
会
の
行
事
も
以
前

と
同
様
に
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
頃
感
じ
る
の
で
す
が
、

多
く
の
世
帯
に
高
齢
化
の
波
が
押

し
寄
せ
、「
班
長
業
務
が
で
き
な

い
の
で
自
治
会
を
退
会
す
る
」
と

い
う
方
が
目
立
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し

の
方
が
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り

自
活
が
出
来
な
く
な
り
、
ご
親
族

の
処
や
施
設
に
転
居
さ
れ
る
方
も

出
て
来
ま
し
た
。

　

勿
論
若
い
世
代
の
方
の
入
会
も

あ
り
ま
す
が
、
ど
う
や
ら
自
治
会

活
動
も
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
き
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。

今
年
一
年
次
の
よ
う
な
こ
と
を
目

標
に
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

⑴�

単
身
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
特
に

隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
育
て
る
活
動
を
提
起
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

�「
い
つ
も
朝
に
開
く
お
隣
の
雨

戸
が
閉
ま
っ
た
ま
ま
だ
と
か
、

新
聞
受
け
か
ら
新
聞
が
取
り
出

さ
れ
て
い
な
い
と
か
」、
そ
う

い
う
気
付
き
で
声
か
け
を
し
て

大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

⑵�

防
犯
防
災
の
面
か
ら
は
、
子
供

た
ち
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
て

青
パ
ト
の
運
行
を
実
施
す
る
と

共
に
一
区
防
災
会
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑶�

環
境
整
備
の
面
で
は
、
定
期
的

に
二
号
公
園
と
十
二
号
公
園
の

草
刈
り
清
掃
を
実
施
し
、
子
供

達
の
安
全
な
遊
び
場
所
を
確
保

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑷�

会
員
相
互
の
親
睦
が
図
れ
る
よ

う
な
行
事
を
計
画
実
行
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
目
標
と
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
会
員
皆

様
の
お
力
添
え
が
無
け
れ
ば
や
っ

て
い
け
ま
せ
ん
の
で
、何
卒
ご
理

解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

髙　橋　八　郎

二
　
区
　
長

活
性
あ
る
自
治
会
活
動
に
し
ま

し
ょ
う

　

民
間
組
織
の「
人
口
戦
略
会
議
」

よ
り
、
人
口
減
少
問
題
に
関
し
て

の
数
字
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
少

子
化
基
調
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
警
鐘
で
す
。

　

こ
の
言
葉
に
必
要
以
上
に
慌
て

ず
、
こ
の
地
域
で
で
き
る
こ
と
を

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

日
頃
よ
り
目
指
し
て
い
る
「
住
み

や
す
い
街
づ
く
り
」
へ
と
繋
が
り

ま
す
。

　

縁
が
あ
っ
て
こ
の
素
晴
ら
し
い

「
中
志
津
」
に
住
ん
で
い
る
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
、
積
極
的
に
自
治

会
活
動
へ
参
加
し
、
よ
り
一
層
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
、
子
ど
も
会
と
の
協
調

　

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
・

歓
声
、
こ
れ
ら
に
優
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
未
来
の
自
治
会
の
宝

で
す
。
保
護
者
を
含
め
た
各
行
事

へ
の
参
加
を
通
じ
、
次
世
代
へ
の

輪
を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。

二
、
防
災
・
防
犯
意
識
の
共
有

　

青
パ
ト
に
よ
る
巡
回
の
継
続
、

自
治
会
防
災
訓
練
・
講
習
会
等
を

含
め
住
民
の
安
心
・
安
全
な
営
み

を
目
指
し
ま
す
。

三
、
環
境
美
化
の
継
続
・
維
持

　

清
掃
美
化
の
マ
ナ
ー
が
乱
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
街
の
環
境
が
一
変

し
ま
す
。
平
時
よ
り
ゴ
ミ
集
積
場
、

公
園
を
含
め
た
環
境
整
備
の
継
続

を
し
て
い
き
ま
す
。

四
、
会
員
相
互
の
親
睦

　

こ
の
数
年
間
は
、
行
動
の
制
約

が
あ
り
実
施
す
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
本
年
度
は
、
そ
の

時
節
に
合
う
最
適
な
行
事
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

井　口　健　司

三
　
区
　
長

自
治
会
活
動
の
世
代
交
代
に
つ
い

て
　

現
在
の
中
志
津
自
治
会
の
基
礎

を
築
い
た
方
達
は
、
現
在
、
八
十

歳
を
超
え
る
年
齢
に
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
昭
和
五
十
年
に
三

十
五
歳
で
角
栄
団
地
に
入
居
し
た

方
は
、
現
在
、
八
十
四
歳
に
な
り

ま
す
。
こ
の
方
達
を
中
心
と
し
た

世
代
の
方
達
は
、
既
に
自
治
会
活

動
の
第
一
戦
か
ら
引
退
し
、
七
十

歳
前
後
の
方
に
引
き
継
い
で
い
る

状
態
で
す
。
今
後
、
会
員
の
減
少

に
よ
り
自
治
会
活
動
を
担
う
方
が

減
少
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
活

動
の
簡
素
化
と
Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
必

然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

世
代
交
代
を
進
め
、
若
い
方
達
が

無
理
を
せ
ず
に
自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
も
ら
う
に
は
、
次
の
三
点

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
第

一
に
全
て
の
活
動
に
対
し
て
参
加

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
こ
と
。

（
都
合
が
悪
い
と
き
は
、
不
参
加

で
良
い
）　

第
二
に
参
加
す
る
こ

と
で
自
分
自
身
に
取
っ
て
メ
リ
ッ

ト
を
実
感
で
き
る
こ
と
。
第
三
に

先
輩
後
輩
と
言
っ
た
上
下
関
係
で

は
な
く
、
対
等
な
関
係
を
維
持
す

る
こ
と
。（
未
熟
な
意
見
に
対
し

て
頭
ご
な
し
に
し
な
い
こ
と
）

　

中
志
津
三
区
で
は
現
在
は
世
代

交
代
の
過
渡
期
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
に
違
和
感
が
な

く
取
り
組
め
る
方
達
が
近
い
将
来
、

自
治
会
活
動
の
中
心
と
な
る
こ
と

を
前
提
に
、
環
境
整
備
を
進
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

北　野　宣　彦

四
　
区
　
長

　

中
志
津
自
治
会
四
区
の
区
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
ど
う
し
た

ら
区
民
の
皆
様
が
楽
し
く
過
ご
せ

る
か
を
考
え
て
令
和
六
年
と
七
年

の
任
期
を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

六
月
に
は
四
区
美
化
推
進
運
動

で
全
体
に
よ
る
公
園
清
掃
及
び
区

内
の
美
化
推
進
を
行
い
ま
す
、
八

月
に
は
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
商
店
街
で
開
催
を
予
定
、
自
治

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
、
月

二
回
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
偶
数

月
の
公
園
清
掃
（
二
号
緑
地
、
三

号
公
園
、
四
号
公
園
）
等
例
年
通

り
の
行
事
に
加
え
新
し
企
画
を
検

討
し
な
が
ら
四
区
の
和
を
大
切
に

楽
し
い
街
造
り
に
役
員
全
員
が
中

心
に
な
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
、

区
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐藤　紀八郎

五
　
区
　
長

お
互
い
が
声
を
掛
け
合
え
る

　
　
　
　
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り

　

よ
う
や
く
平
穏
な
日
常
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
各
地
で
地
震
災
害
が
発

生
、
地
球
全
体
の
気
温
上
昇
に
よ

る
災
害
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
リ
ス
ク
を
常
に
感
じ
、

防
災
意
識
を
持
ち
、
安
心
安
全
な

街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

五
区
活
動
を
通
し
、
若
い
世
代

と
の
交
流
を
活
発
に
し
て
、
お
互

い
声
を
掛
け
合
え
る
環
境
を
整
え

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

活
動
計
画

○�

公
園
清
掃　

毎
月　

第
一
日
曜

日
○�

資
源
回
収　

毎
月　

第
二
・
第

四
日
曜
日

〇�

防
災
訓
練　

六
月
二
日
・
十
月

六
日

○�

防
犯
ウ
ォ
ー
ク　

自
由
な
時
間

で
区
内
見
回
り

〇�

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル　

毎
月

第
二
・
第
四
月
曜
日　

区
内
及

び
周
辺
巡
回

○�

高
齢
者
見
守
り
サ
ポ
ー
ト　

見

守
員
・
民
生
委
員
・
包
括
セ
ン

タ
ー
・
区
役
員
と
の
情
報
共
有

化
に
よ
る
体
制
強
化

○�

五
区　

子
供
会
共
催
の
交
流
会

六
月（
音
楽
鑑
賞
会
）・
十
月（
交

流
会
）

　

今
年
度
も
執
行
役
員
、
子
ど
も

会
と
共
に
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し

ま
す
。

小　林　勝　彦

六
　
区
　
長

　

今
年
度
区
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
小
林
勝
彦
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
．�

定
例
活
動
行
事
の
充
実
、
遂

行

①�

公
園
清
掃
・
美
化
（
草
刈
り
、

花
植
え
）

②�

防
災
会
議
、
訓
練
（
連
絡
情
報

網
の
整
備
、
訓
練
実
施
）

③�

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実
（
夜

間
）

④�

高
齢
者
等
の
支
え
あ
い
活
動
の

充
実

２
．�

Ｉ
Ｔ
の
有
効
活
用

　

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、班
長
・

役
員
業
務
の
軽
減
（
簡
素
化
）

　

�（
作
成
資
料
の
コ
ピ
ー
・
配
布
・

保
存
を
少
な
く
し
て
い
く
）

①�

当
面
、
ラ
イ
ン
・
メ
ー
ル
な
ど

を
活
用
し
、
電
話
連
絡
を
減
ら

す
と
共
に

　

会
議
資
料
な
ど
の
事
前
配
布
を

や
め
る
（
少
な
く
し
て
い
く
）

②�

六
区
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
作
成

　

�

時
機
を
見
て
対
応
し
て
い
き
た

い
３
．�

六
区
「
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
立
ち
上
げ

①
目
的

　

�

自
治
会
及
び
六
区
内
の
高
齢
化

も
進
み
、
諸
行
事
へ
の
参
加
も

年
々
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
近
年
、
若
い
人
の
退
会
も

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
度

の
新
た
な
活
動
と
し
て
、
男
女

問
わ
ず
、
大
人
も
子
供
も
参
加

で
き
る
簡
易
ス
ポ
ー
ツ
等
を
計

画　

実
施
し
、
横
の
つ
な
が
り

を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
定
例

的
な
公
園
清
掃
・
防
災
訓
練
等

に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
体
制
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令
和
六
年
度　

ふ
る
さ
と
夏
祭
り
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

六
月
号
自
治
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

皆
様
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
夏
祭
り
開
催
し
ま
す
‼

始まるぞ！！　中志津夏祭り

大人も！子どもも！　
わっしょい　中志津御輿

みんな楽しく
子ども祭り！

何が当たるかな！？
抽選会

みんなで楽しく盆踊り

づ
く
り
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

②�
今
年
度
実
施
予
定
の
簡
易
ス

ポ
ー
ツ

　
（
イ
）�
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
５　

六

月
九
日
（
日
）
決
定
！
！

　
　

 

＊�

バ
ッ
ト
や
グ
ロ
ー
ブ
を

使
わ
な
い
、
手
打
ち
野

球
（
子
供
、
女
性
、
男

性
の
混
合
）

　
　

�

干
場
公
園
に
て
実
施
、
終
了

後
公
園
内
会
議
室
に
て
表

彰
・
飲
食
・
反
省
会

　
（
ロ
）�

ボ
ッ
チ
ャ
大
会　

八
月

十
一
日
（
日
）
予
定

　
　

 

＊�

第
二
回
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

（
大
会
実
施
後
、
同
好
会

に
す
る
か
参
加
者
に
て

検
討
）

　
（
ハ
）�

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会　

十
月
十
三
日
（
日
）
予

定

　
　

 

＊�

志
津
地
区
・
七
福
神
巡

り
・
印
旛
沼
コ
ー
ス
な

ど
（
同
好
会
に
す
る
か

検
討
）

　
（
ニ
）�

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス　

十
一
月
十
日
（
日
）
又

は
十
二
月
二
十
二
日

（
日
）
予
定

　
　

 

＊�

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
経

験
者
に
指
導
い
た
だ
け

れ
ば
、
実
施
し
た
い

◆�

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

関　山　邦　宏

七
　
区
　
長

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
七
区
区

長
の
関
山
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

昨
今
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

定
年
延
長
と
再
雇
用
制
の
広
が
り
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、
自
治

会
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
七
区
で
は
、
隣

近
所
の
住
人
同
士
が
お
は
よ
～
・

こ
ん
ば
ん
は
と
気
軽
に
声
を
か
け

あ
い
、
顔
見
知
り
に
な
り
、
ほ
っ

と
一
息
つ
け
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
を
目
指
し
て
、
次
の
よ
う
な
活

動
を
予
定
し
ま
し
た
。

①�

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
む
餅
つ
き
大
会
、

花
火
会
、
世
代
間
交
流
会
な
ど

を
行
い
ま
す
。

②�

清
潔
な
生
活
環
境
の
維
持
・
向

上
を
目
指
し
て
、
公
園
清
掃
、

花
壇
の
整
備
、
ご
み
集
積
所
の

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③�

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し

て
、
防
災
訓
練
や
防
災
機
材
の

整
備
、
ま
た
防
犯
活
動
の
仕
組

み
作
り
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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